

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
伊藤組山林管理育成㈱の山本颯と申します。本日は「北海道と共に歩む、伊藤組の山林事業」と題しまして、当社の取組みを紹介させていただきます。
まず初めに簡単に自己紹介させていただきますが、私は生まれ育ちが北海道の岩見沢市です。小さい頃から自然の中で遊ぶことが好きで、本日は旭川農業高等学校の生徒様もいらっしゃいますが、高校は岩見沢農業高等学校の森林科学科へ進学、３年間森林に関することを学び林業に従事したい思いがあり、縁あって当社へ入社しました。この仕事に就いて今年の４月で１０年目となります。


e N B

. RBERE D LLIME

.

MBS B U /o A

=2 DO\

EHILMD T ST D

BORBEICDOWNT


プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本日の報告内容ですが、はじめに「伊藤組が行っている山林事業について」、「伊藤組山林のブランディングについて」、「山林事業を通じた地域共生について」、最後に「今後抱いている展望について」、ご報告いたします。


D LLIFRE

=1l ANE



プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
○これから何を説明するか、中スライドがあると分かりやすいです
　適当に作ったので、山本さんの好みに修正してください
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
伊藤組の山林事業ですが、伊藤組創業者である伊藤亀太郎が1906年11月に小樽市の山林を取得したところからスタートしました。
山林を取得してから、現在120年目となりました。

伊藤組は土建業から始まったため、木材を資材として使うために、山林を所有し始めたことになります。

現在は、伊藤組グループの２社（㈱伊藤組と伊藤組山林管理育成㈱）で北海道内に１３か所　約２３００haの山林を所有しており、山林の管理育成事業については、当社　伊藤組山林管理育成㈱が行っています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
写真に写っているビルが本社ビルの伊藤ビルとなります。札幌駅前に位置しておりグループ会社の㈱伊藤組が所有しているビルとなります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
伊藤組グループが所有している山林の位置図となります。

道北圏では中頓別・浜頓別町、天塩町など
道東圏では津別町、道央圏では千歳市や占冠村など、全道広域に山林を所有しています。

千歳山林は高速道央自動車道の両サイドに位置しており、伊藤組千歳山林の看板を見たことがある方もいらっしゃるかもしれません。

全面積で２２９８ha、その内約７割が天然林、残り３割が人工林となっています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この山林の管理体制ですが、
本社勤務の私の他、千歳山林には事務所もあり１名常駐しておりますが、その他に直営班などは持っておりません。

広域に点在する山林を効率的に管理するため、管轄の森林組合と連携し、山林管理を行っています。

この体制により、山林所有者としての責任を果たしつつ、持続的な管理を実現しています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に山林を管理育成するうえでの事業方針ですが、森林の多面的機能を重視して山林を次世代に繋げていきたいと考えているため、基本的には循環型林業の事業方針を持っています。
ですが、特に天然林に関しては極力手を掛けずに自然のまま保育していく方針を取っています。
天然林は貴重な資産であるため、これは決して森林を放置するということではなく、長期的に観察を行ったうえで手を掛ける必要が生じた場合には、対応したいと考えています。
人工林は樹齢や林内の環境等を観察し、必要な場所は伐採再造林を行っています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
続いて、山林事業をより持続的にしていくためには、山林のブランディングを向上させていく必要があると考えています。

そのひとつ目の取組みとして、道北 中頓別町にある松音知山林をＪ－クレジット制度へ登録いたしました。

この山林から創出されたクレジットを活用することで、地球温暖化対策へのＰＲを行うことや、クレジットを企業等へ売却することで売却益を得ることができます。

まだ、プロジェクト登録のみでクレジット創出まではいっておりませんが、400haほどが対象で15000~16000トン程度のクレジットができる予定です。


また、2026年度より日本国内のCO2排出量が年10万トン以上の大企業対象に、排出量取引制度への参加と排出量削減が義務化されることになります。
今後よりクレジットの需要は増えていくと考えています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ふたつ目の取組みとして、道東　津別町にある布川山林でSGEC森林認証を取得しました。
伊藤組山林としては、４山林目の取得となりました。

国内の木材情勢として森林認証を取得したから木材価格も上がるといったことはありませんが、道内の森林認証取得率も年々向上していることもあり、森林認証を取得している木材から優先的にという動きは強まっていくのではと考えています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に地域への想いと課題解決ということですが、入社当初より全道広域をめぐる中で、都市もそうですが地方の過疎化や人口減少、担い手不足の現実を目の当たりにしてきました。
実体験として、入社当初に利用していた公共交通機関が今では無くなっていたり、宿泊施設や飲食店が年々減っていたりと。

私共は北海道と共に歩んできた企業です。
小さなことでもいい、「森の管理」だけではなく、「地域に貢献」したいという想いが強まりました。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
その想いを少しずつでも行動に表していきたいということで、地域共生への第一歩として、2025年4月18日に、中頓別町、中頓別・浜頓別町森林組合、㈱伊藤組、伊藤組山林管理育成㈱の４者で「中頓別町の地域活性化」に関する連携協定を締結しました。

中頓別町の松音知山林は、伊藤亀太郎が1916（大正5）年11月に取得し、
1１０年目となりました。
中頓別町および中頓別・浜頓別町森林組合とは古くからの繋がりがあり、Ｊ－クレジット制度への登録の背景には、　両者の協力もあったことでこれを契機に中頓別町の地域活性化のために何か貢献したいと考えた経緯となります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
協定締結後、4者協働事業の第1弾目として、２０２５年６月２７日に札幌駅前通地下歩行空間にて、「中頓別魅力発信フェア」を開催しました。

　写真の通り、当日は、中頓別町の特産品販売や林務・観光に関する紹介、森林組合による木育遊具や木材を活用した企画、
伊藤組の環境問題やまちづくりに対する取組みを紹介しました。
　たくさんの方にご来場いただき、「中頓別町の魅力と私たちの取組みについて」を発信することができました。
　小さな一歩目かもしれませんが、この一歩目があるとないとでは大きな違いだと思っています。

企業のリソースを活かし、地方と都市をつなぐ役割を担い、まずは「知ってもらう」ことから地域の発展に貢献したいと考えています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に山林事業を通じた今後の展望となります。

大きく３点考えておりますが、
１点目に「循環型社会の形成」です。
今後も専門組織と連携し、森林をよく観察したうえで循環型林業を継続し、次世代へ引き継いでいきたいと考えています。

２点目に環境課題です。
Ｊークレジットのプロジェクトの関しては、
数年分の吸収量を取りまとめクレジット化を目指します。
その他でも適切な森林管理を継続、地球温暖化対策への貢献を目指します。

最後に森づくりとまちづくりを繋げていきたいと考えています。
長く生きてきた木が伐採され、燃料として使い終えてしまうことは個人的にとても寂しく思います。
木は二度生きる。伊藤組山林で育った木を木造建築物や木製品の材料として使いたいと考えています。
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